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研究成果の概要（和文）：慢性の痛みの機構を解明するため，その成立における痛覚制御システムの可塑的な変
調の役割の解明を目指した．顔面口唇部炎症性疼痛モデルが，約２週間持続する両側性下肢痛覚過敏を示す事実
を見出した．この持続的痛覚過敏は，右扁桃体中心核（CeA）ニューロン活動の選択的抑制によって一過性に軽
減した．一方，無傷動物において，右CeAニューロンの選択的興奮は，両側下肢に痛覚過敏を生じさせた．右扁
桃体中心核の活動が，炎症や傷害の非存在下でも離れた広汎な部位に両側性の痛覚過敏を成立させる事実を示し
ており，これが心理的・社会的な要因による脳内の可塑的変調によって生じる身体のさまざまな部位の痛みの機
構であると結論した．

研究成果の概要（英文）：The ectopic/widespread sensitization is a frequent but underdiagnosed 
hallmark symptom of chronic pain. To understand the role of the central plastic changes in the 
expression of widespread sensitization, we analyzed the role of the central amygdala (CeA) of rats. 
We found an orofacial inflammation with formalin injection resulted in robust and long-lasting (> 12
 days) mechanical sensitization in the bilateral hindlimb. This remote/ectopic sensitization was 
attenuated by chemogenetic inhibition of the right CeA neurons. Furthermore, chemogenetic excitation
 of the right CeA neurons caused de novo sensitization in the bilateral hindlimbs of rats without 
injury or inflammation. These results demonstrated that widespread sensitization/pain would result 
from activation of the right CeA network that controls the tactile sensitivity in situations where 
the protection/vigilance level against aversive events should be elevated, providing support for the
 pro-survival function of the amygdala.

研究分野： 神経生理学・疼痛科学

キーワード： 慢性疼痛　扁桃体中心核　痛覚変調性疼痛　化学遺伝学　中枢性感作　広汎性痛覚過敏　カルシトニン
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研究成果の学術的意義や社会的意義
扁桃体はストレスや有害な事象に応答して活性化する脳部位である．扁桃体中心核の活動が全身の痛覚過敏をひ
きおこすことを示した今回の発見は，心理的・社会的な要因が引き金となって身体のさまざまな部位に痛みが生
じるメカニズムの一端を明らかにしたものと考えられる．このメカニズムの解明によって，既存の鎮痛薬での治
療が難しいとされてきた，線維筋痛（症），舌痛症，非特異的腰痛などの，痛みの原因を明らかにできない慢性
の痛み，あるいは，脳内のメカニズムが不明であることから「心因性」「原因がわからない」などと診断され
て，的確な診療が難しかった慢性の痛みに対する診断と治療法の開発につながることが期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 慢性疼痛は，先進国において約 20%の有病率を示し，その多くが治療抵抗性であるとともに
有効な治療法が見いだされていない大きな国際的健康問題である．2018 年，WHO は，最新版
の国際疾病分類（International Classification of Diseases, ed. 11; ICD-11）を発表し，その中
で chronic pain を独立した疾患として位置づけた．その中でも第一の分類項目に挙げられたの
が「一次性慢性疼痛」（primary chronic pain）であり，器質的な原因が同定されずに長期（３か
月以上）にわたり訴えられる痛みとして分類された．その特徴的な症候として全身性に経験され
る痛みや感作があり，その機構の解明が急務とされた．一方，国際疼痛学会は 2018 年，慢性痛
の第三の機構として「nociplastic pain」（痛覚制御システムにおける可塑的な変調によって生じ
る痛み）を提唱した．これは，侵害受容性疼痛と神経障害性疼痛に並ぶ概念であり，痛覚制御シ
ステムに生じる可塑的な変化が原因となって痛みが生じることを基盤に提唱されたものである． 

 研究代表者は，ラットおよびマウスにおいて神経障害性疼痛および炎症性疼痛モデルの腕傍
核－扁桃体システムの可塑的活性化およびシナプス伝達増強を見いだし報告してきた．このよ
うな可塑的変化は，末梢侵害受容器―脊髄後角浅層／三叉神経脊髄路核尾側亜核－腕傍核を介
した侵害受容システムと，扁桃体の機能としてよく知られている情動システムの結合が強まる
ことによって，痛みの負情動を強める，と解釈されていた．一方，器質的原因を同定できない慢
性痛患者において，扁桃体の活性化がその特徴であることも報告されており，慢性痛の成立にお
ける扁桃体の役割の生物学的解明が待たれていた． 

 

２．研究の目的 

痛みの直接的原因となる損傷部位から離れた部位の（異所性）、広範囲にわたる（広汎性）痛
覚過敏は、慢性痛の特徴的症候である。実験動物においても，傷害や炎症のある部位とは異なる
離れた部位での、触刺激・熱刺激に対する異所性痛覚過敏の報告がある。これらの異所性痛覚過
敏の発現メカニズムの背景には、上行性の侵害受容および下行性疼痛制御系に関与する脳内ネ
ットワークの可塑的変化が存在する可能性が想定される．持続性疼痛によって活性化される腕
傍核－扁桃体中心核が広汎性痛覚過敏の成立に関与する可能性を検証することを目的とした． 

 

３．研究の方法 

動物実験は、日本学術会議「動物実験適正実施ガイドライン」（2006 年）および国際疼痛学会
のガイドラインに準拠し、東京慈恵会医科大学動物実験委員会・遺伝子組換え実験安全対策委員
会・病原体等安全委員会によって審査され承認された計画に則して適正に実施した。Wistar ラ
ットおよび VGAT-cre BAC トランスジェニックラット（National BioResource Project-Rat: Rat 
ID、No.0839; W-Tg(Slc32a1-cre)3_5Fusa）を用いた．上口唇部ホルマリン投与後，もしくは，
扁桃体中心核ニューロン活動の人工的操作後に，両側後肢機械的逃避閾値を経時的に評価した． 
VGAT-cre ラットでは，扁桃体中心核の大部分を占める GABA 作動性ニューロンに hM4Di 受容体発
現ベクター（AAV2/5-hSyn-DIO-hM4Di-mCherry）， hM3Dq 受容体発現ベクター（AAV2/5-hSyn-DIO-
hM3Dq-mCherry）（以上，designers receptors exclusively activated by designer drug, 
DREADDs）もしくは蛍光タンパク mCherry 遺伝子発現ベクターを導入した．脳スライスを作製し，
パッチクランプ法により DREADD 発現ニューロン膜電位に及ぼす DREADD 作動薬 clozapine-N-
oxide (CNO)投与の影響を解析した．Wistar ラット扁桃体中心核に薬物投与用留置カニューレを
導入し，カルシトニン遺伝子関連ペプチド（CGRP）受容体遮断薬（CGRP8-37）を微量投与した．行
動観察実験は一重盲検下に行った． 
 
４．研究成果 
（１）口唇部ホルマリン投与動物における持続
的異所性痛覚過敏 
 左口唇部皮下に 5%ホルマリン溶液を投与し
たところ，約 45 分間持続する急性侵害受容性
行動が観察された．１時間経過後，急性行動は
終息した． 
 1.5 時間後から，von Frey フィラメントを用
いた up-and-down 法で推定した下肢挙上閾値
は，左右後肢ともに有意に低下した．この有意
な低下は，その後も持続し，ホルマリン投与 13
日後まで観察された（図１）． 
 
 
 
 



 
（２）炎症性疼痛動物持続的異所性痛覚過敏に及ぼす扁桃体中心核ニューロン活動抑制の影響 
 口唇部ホルマリン投与動物扁桃体中心核 GABA 作
動性ニューロンにあらかじめ発現させた DREADD 受
容体の活性化が下肢挙上閾値に及ぼす影響を評価
した（図２）．口唇部ホルマリン投与動物で両側性
に低下した下肢挙上閾値は，右の扁桃体中心核抑制
性 DREADD 受容体の活性化によって有意に上昇，す
なわち，痛覚過敏が回復した（図２左）．左の扁桃
体中心核抑制性 DREADD 受容体の活性化は影響を及
ぼさなかった．左右両側の活性化は，それらの中間
的な効果を示した．この実験成績は，口唇部炎症後
に生じる広汎性痛覚過敏の発現に右扁桃体中心核
の活性化が必要である事実を示している． 
 
（３）非炎症動物の下肢挙上閾値に及ぼす扁桃体中
心核ニューロン活動亢進の影響 
 口唇部に生理食塩水のみを投与した動物の下肢
挙上閾値を評価した（図２右）．興奮性 DREADD 受容
体の活性化による右扁桃体中心核ニューロンの興
奮は，非炎症動物において下肢挙上閾値を著明に低
下させた．左扁桃体中心核ニューロンの興奮は下肢
挙上閾値に影響を及ぼさなかった．この事実は，炎
症や傷害を持たない動物においても，右扁桃体中心
核ニューロンの興奮のみで全身性の痛覚過敏が生
じることを意味している． 
 
 
（４）炎症性疼痛動物持続的異所性痛覚過敏に及ぼす扁桃体中心核 CGRP 受容体遮断の影響 
扁桃体中心核には CGRP が豊富に発現し，
また，侵害受容情報を扁桃体中心核に伝え
る腕傍核ニューロンは細胞体および終末
に豊富な CGRP を有している．口唇部ホル
マリン投与により両側下肢挙上閾値が低
下した動物で，右扁桃体中心核に CGRP 受
容体遮断薬を微量投与したところ下肢挙
上閾値が上昇した．左扁桃体中心核への投
与は影響を及ぼさなかった（図３）． 
 
 
（５）本研究結果の意義 
 以上の実験結果は「右扁桃体中心核のニ
ューロンの活動が，身体の広い範囲の痛み
の感度を調整している」可能性を強く支持
するものである．これはさらに，傷害や炎
症に加え，ストレスや不安などの扁桃体中
心核の活動を変化させる身体やこころの
状態が，身体の広い範囲に「痛み」を生じ
させたり，強く感じさせたり，また，弱め
たりする可能性を示している（図４）． 
 
 



 扁桃体は，ストレス・不安・恐怖などの心理状態によって引き起こされるさまざまな身体の応
答に関与している．扁桃体中心核の活動が全身の痛覚過敏をひきおこすことを示した今回の発

見は，心理的・社会的な要因が引き金となって
身体のさまざまな部位に痛みが生じるメカニ
ズムを明らかにしたものと考えられる． 
この研究で明らかになった疼痛制御メカニ

ズムは，既存の鎮痛薬での治療が難しいとされ
てきた，線維筋痛（症），舌痛症，非特異的腰痛
などの，痛みの原因を明らかにできない慢性の
痛み，あるいは，脳内のメカニズムが不明であ
ることから「心因性」「原因がわからない」など
と診断されて，的確な診療が難しかった慢性の
痛みに対する診断と治療法の開発に新たな道
を開くものとして期待される． 
さらに，炎症や傷害の存在なく全身性の痛覚

過敏が扁桃体の活性化のみで生じるという事
実は，契機となる組織損傷が存在せずに遷延
化・長期化する中枢性感作を背景とする一次慢

性痛の生物学的機構を明らかにしたものであり，今後の非臨床痛み研究のあり方を大きく変え
るものである．なお，本研究成果は，国際疼痛学会の学術誌である Pain に掲載され 2021 年 3 月
16 日にプレス・リリースした． 
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有村 大吾, 篠原 恵, 釣木澤 朋和, 高橋 由香里, 奥津 裕也, 池田 亮, 加藤 総夫, 丸毛 啓史 93

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「痛み」を生み出す脳機構

実験医学 416-424

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤 総夫, 高橋 由香里, 杉村 弥恵 38

 １．著者名

10.14867/gnamtsunyo.43.2_169

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
脳内の細胞外および細胞内プリン・シグナリング

痛風と尿酸・核酸 169

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤 総夫 43

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
慢性痛を生み出す脳機構のトランスレーショナル研究

日本整形外科学会雑誌 S430

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤 総夫 94

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
侵害受容扁桃体可塑性と炎症性疼痛

PAIN RESEARCH 112

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
杉村 弥恵, 加藤 総夫, 高橋 由香里, Ghaemi-Jandabi Masoumeh, Ghasemi Zahra 34

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
痛みと扁桃体　基礎研究からの提言

Palliative Care Research S115

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤 総夫 14

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
痛みと情動・自律反応　痛み情動の生物学的意味を考え直す

自律神経 123-127

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
加藤 総夫, 杉村 弥恵, 高橋 由香里 56

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
痛みの慢性化の脳内メカニズム

日本臨床 1936-1943

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤 総夫 77

 １．著者名



2019年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1177/1744806918807102

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Predominant synaptic potentiation and activation in the right central amygdala are independent
of bilateral parabrachial activation in the hemilateral trigeminal inflammatory pain model of
rats

Molecular Pain 1.74481E+14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Miyazawa Yuta、Takahashi Yukari、Watabe Ayako M、Kato Fusao 14

 １．著者名

10.1007/978-981-13-1756-9_14

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Pain-Associated Neural Plasticity in the Parabrachial to Central Amygdala Circuit

Adv Exp Med Biol 157～166

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kato Fusao、Sugimura Yae K.、Takahashi Yukari 1099

 １．著者名

10.1523/JNEUROSCI.1584-18.2018

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ipsilateral-Dominant Control of Limb Movements in Rodent Posterior Parietal Cortex

The Journal of Neuroscience 485～502

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Soma Shogo、Yoshida Junichi、Kato Shigeki、Takahashi Yukari、Nonomura Satoshi、Sugimura Yae
K.、R?os Alain、Kawabata Masanori、Kobayashi Kazuto、Kato Fusao、Sakai Yutaka、Isomura
Yoshikazu

39

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
陰性感情と痛み:基礎研究と臨床の融合　三叉神経支配領域炎症性疼痛モデルにおける扁桃体疼痛制御機構

PAIN RESEARCH 100

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
高橋 由香里, 宮沢 祐太, 杉本 真理子, 杉村 弥恵, 加藤 総夫 34

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
神経可塑性障害としての慢性痛　腕傍核扁桃体中心核路の役割

Annual Review神経 277-283

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
加藤 総夫, 高橋 由香里, 杉村 弥恵 2019

 １．著者名

10.1177/1744806917753999

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Abstracts of the 7th Asian Pain Symposium

Molecular Pain 1.74481E+14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Gu Jianguo G.、Zhuo Min、Tominaga Makoto、Zhang Xu、Kato Fusao、OH Seog Bae、Shyu Bai Chuang 14

 １．著者名

10.1038/s41598-018-23810-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Targeted expression of step-function opsins in transgenic rats for optogenetic studies

Scientific Reports -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Igarashi Hiroyuki、Ikeda Keiko、Onimaru Hiroshi、Kaneko Ryosuke、Koizumi Kyo、Beppu Kaoru、
Nishizawa Kayo、Takahashi Yukari、Kato Fusao、Matsui Ko、Kobayashi Kazuto、Yanagawa Yuchio、
Muramatsu Shin-Ichi、Ishizuka Toru、Yawo Hiromu

8

10.1111/ejn.14165

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Activation of the neural pathway from the dorsolateral bed nucleus of the stria terminalis to
the central amygdala induces anxiety-like behaviors

European Journal of Neuroscience 3052～3061

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yamauchi Naoki、Takahashi Daiki、Sugimura Yae K.、Kato Fusao、Amano Taiju、Minami Masabumi 48

 １．著者名



2018年

2018年

〔学会発表〕　計65件（うち招待講演　44件／うち国際学会　21件）

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第126回解剖学会総会全国学術集会・第98回生理学会合同大会

29th International Symposium of Itch（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

加藤総夫

加藤総夫

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

侵害受容扁桃体による皮膚感覚制御を介した身体防御機構

痛みと痒みの脳機構 　～身体アラームとしての腕傍核の役割～

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
痛みと情動を結ぶ脳回路におけるCGRPの役割

Locomotive Pain Frontier 90-95

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
篠原 恵, 池田 亮, 丸毛 啓史, 高橋 由香里, 加藤 総夫 7

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
痛みと神経可塑性

生体の科学 38-42

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
加藤 総夫 70

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第50回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会（招待講演）

環境医学研究所・順天堂かゆみ研究センター　第6回学術シンポジウム（招待講演）

第42回日本疼痛学会（招待講演）

生理学研究所研究会「情動研究会」（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

加藤総夫

加藤総夫

加藤総夫

加藤 総夫, 杉村弥恵，奥田崇雄，徳永亮太，髙橋由香

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Sentienceとしての痛みの基盤脳機構

扁桃体中心核内ネットワーク

痒みと脳 ―身体の異常状態を脳に伝える腕傍核システムの役割

不都合状況の監視・適応システムとしての腕傍核・扁桃体系



2020年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第93回日本整形外科学会（招待講演）

第93回日本整形外科学会（招待講演）

 ３．学会等名
第９回和歌山ニューロカンファレンス（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

加藤総夫

加藤総夫

Fusao Kato

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

慢性痛を生み出す脳機構のトランスレーショナル研究

慢性疼痛の脳メカニズム

Purine signaling complex - the birth and development of the concept

慢性痛の中枢性感作における扁桃体の役割

 １．発表者名

 １．発表者名
加藤総夫

The 94th Annual Meeting of the Japanese Pharmacological Society



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

University of Texas Dallas Neuroscience Seminar（招待講演）（国際学会）

NIPS International Workshop on Pain and Survival Circuit（招待講演）（国際学会）

第93回日本整形外科学会オンライン学術総会（招待講演）

Fusao Kato

Fusao Kato

加藤総夫

加藤総夫

第93回日本整形外科学会オンライン学術総会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The central amygdala as the detector and regulator of inflammatory pain

DREADD-MEMRI reveals a hub function of the amygdala in spontaneous inflammatory pain-associated activation of limbic pain
networks

慢性痛を生み出す脳機構のトランスレーショナル研究

慢性痛を生み出す脳機構のトランスレーショナル研究



2020年

2020年

2020年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本疼痛学会（招待講演）

第50回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術大会（招待講演）

第50回日本慢性疼痛学会（招待講演）

 ３．学会等名

加藤総夫

加藤総夫

 ２．発表標題

 ２．発表標題

加藤総夫

加藤総夫

第26回ペインクリニック診断研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

痒みと脳―身体の異常状態を脳に伝える腕傍核システムの役割

痛み回路のnociplasticity（侵害神経可塑性）はどのように痛覚過敏をもたらすのか？

痛みを生み出す脳機構－基礎研究から見えてきたパラダイムシフト

Sentienceとしての痛みの基盤脳機構

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
2019 International Symposium on Neuroscience and Pain Research (Shanghai)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

29th International Symposium of Itch（招待講演）（国際学会）

加藤総夫

加藤総夫

Fusao Kato

Fusao Kato

第126回日本解剖学会総会・全国学術集会・第98回日本生理学会大会合同大会

7th International Congress on Neuropathic Pain (London)（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

痛みと痒みの脳機構　～身体アラームとしての腕傍核の役割～

侵害受容扁桃体による皮膚感覚制御を介した身体防御機構

The parabrachial-central amygdala synaptic plasticity in streptozotocin-induced painful diabetic neuropathy Model

Active role of the central amygdala in widespread sensitization

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019 Ion Channel Modulation Symposium (Cambridge)（招待講演）（国際学会）

第24回緩和医療学会 (横浜)（招待講演）

第41回日本生物学的精神医学会 (新潟)（招待講演）

Fusao Kato

加藤総夫

加藤総夫

杉村 弥恵, 加藤 総夫, 高橋 由香里, Ghaemi-Jandabi Masoumeh, Ghasemi Zahra

第41回日本疼痛学会 (名古屋)

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Molecular conversion of presynaptic P2X receptor subtype at ex-vivo brainstem synapse

痛みと扁桃体　基礎研究からの提言

痛みと情動の生物学的意義

侵害受容扁桃体可塑性と炎症性疼痛



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第42回日本神経科学学会・ 第62回日本神経化学会大会合同大会 (新潟)

日本心理学会第83 回大会 (茨木)（招待講演）

The 48th Naito Conference (Sapporo)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

加藤総夫

Fusao KATO, Mariko SUGIMOTO,Yae K SUGIMURA, Yukari TAKAHASHI

 ２．発表標題

 ２．発表標題

高橋 由香里, 宮沢 祐太, 杉本 真理子, 杉村 弥恵, 加藤 総夫

高橋 由香里,奥津 裕也,篠原 恵,杉本 真理子,杉村 弥恵,加藤 総夫

第41回日本疼痛学会 (名古屋)

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

慢性痛の心理生物学的基盤

The central amygdala regulates widespread mechanical hypersensitization

三叉神経支配領域炎症性疼痛モデルにおける扁桃体疼痛制御機構

侵害受容性扁桃体におけるCGRPのシナプス修飾

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第47回日本頭痛学会 (大宮)（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 48th Naito Conference (Sapporo)（招待講演）（国際学会）

Yukari TAKAHASHI, Takeru ONOZATO, Yae K SUGIMURA, Fusao KATO

Yae K SUGIMURA, Yukari TAKAHASHI, Masoumeh GHAEMI-JANDABI, Zahra GHASEMI, Fusao KATO1
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こころや脳の働きが全身にひろがる痛みを生み出す仕組みを解明 
http://www.jikei.ac.jp/news/press_release_20210316.html
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